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持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
し

持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
し

２
月
27
日

３
月
19
日

４
月
14
日

６
月
７
日

７
月
28
日

９
月
５
日

９
月
21
日

10
月
11
日

10
月
30
日

11
月
15
日

11
月
28
日

令
和
２
年
の
主
な
出
来
事

川
西
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
を
設
置

「
か
わ
に
し
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
始
動

川
西
町
長
選
挙
に
お
い
て
原
田

俊
二
氏
が
５
選

町
内
小
中
学
校
で
約
２
か
月
遅

れ
の
入
学
式

令
和
２
年
７
月
豪
雨
。
町
内
で

も
建
物
や
道
路
等
が
被
災
。

地
酒
と
黒
べ
こ
ま
つ
り
を
ド
ラ

イ
ブ
ス
ル
ー
形
式
の
セ
ッ
ト
販

売
で
実
施
。

ダ
リ
ヤ
モ
ン
ド
ジ
ュ
ビ
リ
ー
・

シ
ン
ボ
ル
デ
ー
。
川
西
ダ
リ
ヤ

園
は
開
園
60
周
年
を
迎
え
た
。

寒
河
江
善
秋
生
誕
１
０
０
年
記

念
講
演
会

川
西
中
学
校
創
立
10
周
年
記
念

式
典

吉
里
吉
里
忌
２
０
２
０
。作
家
・

劇
作
家 

井
上
ひ
さ
し
さ
ん
は

没
後
10
年
に
。

第
11
回
全
国
農
業
高
校
お
米
甲

子
園
で
、
置
賜
農
業
高
校
が
ア

イ
ガ
モ
栽
培
し
た
コ
シ
ヒ
カ
リ

が
最
高
賞
金
賞
（
優
勝
）。

１
月
24
日

４
月
１
日

　
５
月
６
日

７
月
23
日

８
月
９
日

８
月
26
日

　

～
29
日 令

和
３
年
の
主
な
動
き

山
形
県
知
事
選
挙 
投
票
日

第
５
次
総
合
計
画
（
か
わ
に
し

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
）
後
期
基
本
計

画
に
基
づ
く
事
業
が
ス
タ
ー
ト

町
の
新
し
い
庁
舎
が
オ
ー
プ
ン

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０

開
幕
。
本
町
か
ら
初
の
出
場
選

手
誕
生
に
期
待
が
か
か
る
。

か
わ
に
し
夏
ま
つ
り

東
北
総
合
体
育
大
会
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
会
を
本
町
で
開
催
。
そ
の

ほ
か
７
月
に
東
北
中
学
生
大
会
、

10
月
に
東
北
高
校
選
抜
大
会
な

ど
、
大
規
模
な
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

が
多
く
開
催
さ
れ
る
。

▲川西町の新しい庁舎は５月６日にオープン予定。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
末
か
ら
３
年
ぶ
り
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ

正
月
も
雪
片
づ
け
が
続
き
ま
し
た
が
、
皆
様

に
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
が
拡
大
し
予
断
を
許
さ
な
い
毎
日
で

す
が
、
皆
様
の
健
康
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
歴
史
的
な
２
０
２
０

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中

で
猛
威
を
振
る
い
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発
生
し

ま
し
た
。
都
市
封
鎖
、
緊
急
事
態
宣
言
な
ど

耳
慣
れ
な
い
用
語
が
次
々
発
出
さ
れ
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期

さ
れ
る
な
ど
非
常
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
不

要
不
急
の
外
出
自
粛
、
学
校
の
休
校
な
ど
社

会
・
経
済
活
動
に
与
え
た
損
失
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。

　
成
人
式
や
夏
ま
つ
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
も
延

期
や
中
止
、
会
合
等
も
感
染
防
止
を
徹
底
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
感
染
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
か
見
え
な
い
敵
と
の

戦
い
が
続
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
町
の
事
業
に
つ
い
て
は
計
画
的
に

進
め
ま
し
た
。
新
庁
舎
建
設
は
間
も
な
く
完

成
を
迎
え
ま
す
。
先
月
、
建
設
現
場
を
確
認

し
ま
し
た
。
初
め
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り

３
階
ま
で
上
が
り
ま
し
た
が
誰
に
で
も
使
い

や
す
い
庁
舎
に
な
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

５
月
６
日
の
開
庁
に
向
け
準
備
を
進
め
ま
す
。

現
庁
舎
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
町
の
顔

で
あ
る
小
松
の
中
心
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
「
集
い
、
交
流
、
に
ぎ
わ
い
の
場
の
創
出
」

を
め
ざ
し
基
本
計
画
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま

す
。
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
整
備
で
は
商
業
エ

リ
ア
を
中
心
に
農
業
振
興
計
画
の
変
更
を
県

に
申
請
し
ま
し
た
。
住
宅
地
の
整
備
も
始
ま

り
ま
し
た
。

　
昨
年
７
月
に
は
豪
雨
災
害
が
発
生
し
浸
水

被
害
な
ど
に
出
動
い
た
だ
い
た
消
防
団
に
感

謝
し
ま
す
。
繰
り
返
し
同
じ
よ
う
に
災
害
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最
上
川
全
体
の

整
備
を
国
・
県
に
対
し
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
、
災
害
を
通
じ
住
民
生

活
の
安
定
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
に
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

支
え
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
「
か
わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
平
成
28
年

～
令
和
７
年
）」
の
令
和
３
年
度
か
ら
の
後

期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
新
た
に
持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
視
点

に
取
り
入
れ
前
期
計
画
を
見
直
し
、
関
係
人

口
の
創
出
、
各
種
災
害
へ
の
対
応
、
新
し
い

生
活
様
式
、
置
賜
農
業
高
校
の
魅
力
化
な
ど

社
会
変
化
を
踏
ま
え
将
来
に
わ
た
り
住
み
続

け
ら
れ
る
川
西
町
の
建
設
を
め
ざ
す
計
画
で

す
。
世
界
で
は
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
が

顕
著
に
な
り
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
な
ど
持
続

可
能
な
社
会
を
め
ざ
す
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
す
べ
て
の
人
が
豊

か
さ
を
享
受
で
き
る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
川
西
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

に
基
づ
き
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
こ
の
15
年
の
歩
み
を
土
台
に
、

地
域
社
会
の
支
え
あ
い
を
一
層
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
昨
年
５
月
学
校
が
再
開
さ
れ
、
マ
ス
ク
を

着
け
な
が
ら
嬉
し
そ
う
に
友
だ
ち
と
走
り
回

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
、
私
は
涙
が
込

み
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
昨
年
12
月
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
が
確
認
さ
れ
た
家
庭
の
た
め
、
隣

近
所
の
人
た
ち
が
買
い
物
を
代
行
し
て
い
る

と
聞
き
感
動
し
ま
し
た
。「
あ
あ
、
人
間
て

い
い
な
」
と
思
い
、
改
め
て
人
間
は
一
人
で

は
生
き
て
い
け
な
い
存
在
だ
と
認
識
し
ま
し

た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
思
い
や
り
、
温
か
な

ぬ
く
も
り
が
す
べ
て
の
人
に
つ
な
が
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

と
も
町
政
運
営
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。



た平成元年からの出来事を写真とともにさかのぼる
ことができ、当時の様子が鮮明に伝わってきました。
今まで何気なく利用していた施設や参加したイベン
トもこの歴史の中で生まれ、今まで続いてきたのだ
と思うと、これまでと向き合い方が変わってくるよ
うな感慨深く思う記事でした。
　今後、町報など町の広報を通して、行政情報が幅
広い年代に届き、若い人からも意見が出てくるよう
になるなど、次の時代を担う若者や子どもたちが地
元に愛着や関心を持ってもらえると嬉しいです。

伝
え
続
け
て 　

創
刊
号
（
昭
和
30
年
２
月
10
日
発
行
）

　
　
　

１
２
０
０
号

１
０
０
号
（
昭
和
42
年
４
月
15
日
発
行
）

２
０
０
号
（
昭
和
45
年
12
月
１
日
発
行
）

３
０
０
号
（
昭
和
50
年
３
月
１
日
発
行
）

４
０
０
号
（
昭
和
54
年
５
月
１
日
発
行
）

５
０
０
号
（
昭
和
58
年
７
月
１
日
発
行
）

６
０
０
号
（
昭
和
62
年
９
月
１
日
発
行
）

７
０
０
号
（
平
成
３
年
11
月
１
日
発
行
）

８
０
０
号
（
平
成
８
年
１
月
１
日
発
行
）

９
０
０
号
（
平
成
12
年
３
月
１
日
発
行
）

１
０
０
０
号
（
平
成
16
年
５
月
15
日
発
行
）

１
１
０
０
号
（
平
成
24
年
９
月
15
日
発
行
）

▲記念すべき 1000 号の特集記事

特 集

わ た し が 選 ぶ マ イ ベ ス ト 町 報！
町広報モニターが発表

鈴木  まどか  さん
（町地域おこし協力隊）

西 町 に Ｕ
ターンして

【発行】
平成31年4月17日

【号数】
1179 号

【特集】
平成の川西町

を務めていて、以前より町報を隅から隅までじっく
り読むようになりました。紙面には写真やイラスト
がふんだんに用いられきれいな印象で、視覚に訴え
るページが増えたように感じます。特集は時期に
あったものが組まれ、内容も充実しているものが多
いです。また、シリーズの記事では「わが町のたか
らもの」「＃置農」など文化財や地域で頑張る団体
や人が取り上げられて、好感が持てます。
　今後も引き続き、写真・レイアウト・文字の大き
さなど読者に伝わるような紙面づくりに取り組んで
ほしいと思います。また、町にはたくさんの「宝物」
があります。伝承されてきた食文化やキラキラ輝く
小中学生の活躍など、ぜひ取り上げていただけたら
と思います。

町広報モニター委員会　委員長

金子  正美  さん　（上小松）

分と関わりのある人や物な
どが紹介された記事は興味

【発行】
平成16年9月15日

【号数】
1004 号

【特集】
中学生模擬議会

●広報モニターとは？
　町の広報に対してご意見をいただくため、ご協力くだ
さっている町民５名のこと。会議やアンケートを通して
頂戴したご意見を町の広報活動に生かしています。

　

今
月
号
で
町
報
か
わ
に
し
は
１
２
０
０
号
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
特
集

で
は
町
の
広
報
に
関
わ
り
の
あ
る
町
民
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
通
し
、
過
去
の

町
報
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
広
報
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

特集　伝え続けて 1200 号

自
深く読めるものです。そんな意味
で、息子が中学生議会に参加した
とき、娘が成人式を迎えた際の記
事はとても印象に残っています。
　令和２年７月から広報モニター

来て、少しずつ町
のことを知ってい
く中で印象に残っ
たのがこの特集で
した。私が生まれ

川

5　町報かわにし 令和3年1月15日 町報かわにし　4令和3年1月15日
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年代 号数 サイズ 発行
回数 カラー化

1955
（S30）

創　刊
タブロ
イド版 年数回

全
ペ
ー
ジ
単
色
刷
り
（
白
黒
）

　

Ｂ
５
版

月
１
回
程
度

1965
（S40） 100 号

200 号
　

月
２
回
（
１
日
号
・
15
日
号
）

1975
（S50）

300 号

400 号

500 号

1985
（S60） 600 号

700 号
　

Ａ
４
版

1995
（H7）

800 号

900 号

1000 号

全
ペ
ー
ジ
２
色
刷
り

　

月
１
回
（
15
日
号
）

2005
（H17）

1100 号
表
紙
と　

裏
表
紙
が

カ
ラ
ー
化2015

（H27）

1200 号

特
集
な
ど
が

カ
ラ
ー
化

町 報 か わ に し の 歴 史 昔
が
あ
っ
て
今
が
あ
る

時
代
と
と
も
に
変
わ
る
町
報

● 

町
報
の
サ
イ
ズ

　

創
刊
号
か
ら
37
号
（
昭
和
35
年
12
月
６
日

発
行
）
ま
で
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
で
、38
号
（
昭

和
36
年
１
月
１
日
発
行
）
か
ら
Ｂ
５
版
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
７
３
２
号
（
平
成
５
年

４
月
１
日
発
行
）
か
ら
は
現
在
の
ス
タ
イ
ル

の
Ａ
４
版
と
な
っ
て
い
ま
す
。

期
な
発
行
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は

よ
り
紙
面
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
１
５
５

号
（
昭
和
44
年
１
月
15
日
発
行
）
か
ら
月
２

回
発
行
（
１
日
号
と
15
日
号
）
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
町
の
厳
し
い
財
政
事
情
や
町
報

を
住
民
に
配
る
自
治
会
長
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
平
成
16
年
度
か
ら
は
月
１
回
、
15
日
の

発
行
と
な
り
ま
し
た
。

成
７
年
５
月
１
日
発
行
）
か
ら
月
１
回
・
１

日
号
が
２
色
刷
り
の
カ
ラ
フ
ル
で
見
や
す
い

紙
面
と
な
り
、
平
成
16
年
度
か
ら
月
１
回
発

行
開
始
以
降
は
毎
月
２
色
刷
り
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
１
０
７
１
号
（
平
成
22
年
４
月

15
日
発
行
）
か
ら
は
表
紙
・
裏
表
紙
が
フ
ル

カ
ラ
ー
に
な
っ
た
ほ
か
、
１
１
４
３
号
（
平

成
28
年
４
月
15
日
発
行
）
以
降
は
現
在
の
ス

タ
イ
ル
同
様
、
特
集
・
町
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

が
フ
ル
カ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

● 

発
行
回
数

　

タ
ブ
ロ
イ
ド
版
時
代
は
年
に
数
回
、
Ｂ
５

版
に
な
っ
て
か
ら
は
月
１
回
程
度
と
、
不
定

● 
カ
ラ
ー
化

　

創
刊
号
か
ら
長
い
間
、単
色
刷
り
（
白
黒
）

の
紙
面
が
続
き
ま
し
た
が
、
７
８
４
号
（
平

　

昭
和
41
年
に
町
役
場
に
入
職
し
、
す
ぐ

広
報
係
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
正
確
な
行
政
情
報
を
町
民
に

い
ち
早
く
伝
え
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、

仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

写
真
を
役
場
内
の
暗
室
に
て
自
前
で
現
像

し
て
い
た
こ
と
が
今
で
は
懐
か
し
い
思
い

出
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こ
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も
多
く
の
町
民
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見
を
取

り
入
れ
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ら
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正
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情
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早
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供
す
る
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め
、
町
の
広
報
に
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た
い
と
思
い
ま
す
。

  元町職員で広報係を３年経験

渡部　順一　さん（上小松）▲渡部さんが編集に携わった
　羽越水害特集（昭和 42 年）

特集　伝え続けて 1200 号特集　伝え続けて 1200 号

 ① 町民とより良い関係を築くために
　広報は「ＰＲ」と表現することがありますが、こ
の言葉は「p

パ ブ リ ッ ク

ublic r
リ レ ー シ ョ ン

elation」という英語の略語です。
public ＝「公衆」、relation ＝「関係」がおおまかな
意味であることから、「ＰＲ（広報）」は「住民との関
係づくり」のために存在していると言えます。

 ② まずは「知る」きっかけに
　住民のみなさんが豊かに暮らせるよう、町では様々
な行政サービスを提供しています。それを利用する第
一歩は、どんな行政サービスがあるのか「知る」こと
です。そのために町の広報は存在します。

この際にチェック！
川西町の広報媒体

町ではこう考えています  広報 の チカラ―

　　町報かわにし

 ③ 頑張っている人たちを応援します！
　町の発展や活気をもたらす活動をしている住民の「頑
張り」そして「思い」を伝え、町のみんなで共有する
ことも広報の大切な役割です。さらに、「あの人が紹介
されていた」など、広報の内容がみなさんの共通の話
題になってもらえると、行政と住民のみならず、住民
同士、さらに住民と町外の人がつながることも。
 ④ 歴史の１ページにも
　特に町報は、町の「今」を歴史として後世に伝える
役割もあると思います。その時々の話題を取り上げる
ことで、何十年後の人が、そのとき町ではどんなこと
があったのかを知る材料になります。広報は、住民の
過去―今―未来をつなげるものにもなります。

町報かわにしがスマートフォンや
タブレットで読むことができるア
プリです！

⇢

　毎月 15 日に 5,000 部発行
している冊子で、町内各世帯
に自治会を通して配布してい
ます。また、町内の公共施設
や商業施設などにも設置して
いるため、どなたでも入手す
ることができます。

　　ホームページ

　町のあらゆる情報をパソコン・スマートフォン
などを通して入手できます。最近では新型コロナ
に関する特設ページがよく閲覧されています。各
種申請様式をダウンロードできるほか、町報や
フェイスブックの内容にもアクセスできます！

　　フェイスブック

　ＳＮＳを通してイベントやニュー
スなど町のタイムリーな情報を入手
できます。アカウント登録されてい
る方はアプリで、そうでない方でも
インターネットでご覧いただけます。
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援 護 事 業 功 労 者 厚 生 労 働 大 臣 表 彰

遺族会活動への功労をたたえて
　山形県遺族会川西町支部の支部長 佐々木長男さん

（上奥田・左）と理事 鈴木廣さん（黒川・右）が令和
２年度援護事業功労者の厚生労働大臣表彰を受けられ
ました。
　援護事業に１５年以上携わり、その功績が顕著な方
に贈られる表彰で、佐々木さんは２０年、鈴木さんは
２９年の長きにわたりご尽力されています。

12/25 川 西 町 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ 宣 言

ＣО ₂ 排出量実質ゼロを目指して
　町は２０５０年までに二酸化炭素（ＣＯ ₂）の「排
出量実質ゼロ」を目指すゼロカーボンシティ宣言を行
いました。町民や事業者のみなさんも、今まで以上に
地球温暖化問題に関心を持ち、省エネ行動に取り組み
ましょう。なお、「排出量実質ゼロ」とは、温室効果
ガスの人為的な発生源による排出量と、森林などの吸
収源による除去量を同じにすることです。

県 更 生 保 護 関 係 者 顕 彰 式

更 生 保 護 の 功 績 を た た え て
　更生保護活動に長く従事され、功績をあげられた町
民の方々をご紹介します。

【全国保護司連盟理事長表彰】齋藤文明さん（大舟・
写真）、二井和子さん（時田・家族功労）、【東北地方
保護司連盟会長表彰】佐藤由紀子さん（上小松）、【山
形保護観察所長表彰】栗田政弘さん（小松）、【山形県
保護司会連合会会長表彰】松田正子さん（洲島）

1/8 北 斗 幼 稚 園 で だ ん ご の 木 飾 り

手作り感あふれるだんごさげに
　お正月の行事として古くから伝わるだんごさげが各
幼児施設で行われました。
　このうち北斗幼稚園では、子どもたちがカラフルな
紙粘土を丸くこねて、用意したミズキの枝先に付けた
後、折り紙であらかじめ作っていた獅子舞やだるま、
扇子、鏡餅などの飾りを枝にかけ、とても豪華なだん
ごの木飾りを完成させました。

1/10 川 西 町 消 防 出 初 め 式 を 挙 行

無 火 災 め ざ し 気 持 ち 新 た に
　今回の出初め式は、例年行っている一斉放水や分列
行進などを取り止め、規模縮小のうえ町中央公民館駐
車場で実施しました。
　式典では、町消防団の齋藤二男団長が「新型コロナ
に負けず、いつでも出動できる体制づくりや設備の管
理点検を徹底してほしい」と年頭のあいさつを述べら
れました。

12/19 犬川地区の新生児にしめ飾りを贈る

地 区 を 挙 げ て 誕 生 を 祝 う
　いぬかわわら細工会（髙橋正祐会長）といぬかわ
振興協議会（中野茂三会長）では、犬川地区で令和
２年に誕生した０歳児がいる４世帯に絵本としめ飾
りを贈呈しました。この取り組みは、少子化が進む
同地区で次世代を担う子どもの誕生を祝うことや長
く伝承されてきたわら細工の普及を目的に行われ、
対象となる家庭を一軒ずつ訪問しました。
　いぬかわわら細工会は、昨年１２月１０日頃から
地域の６０～８０代男性１５人ほどが作業場に集い、
慣れた手つきでほぼ毎日わら細工に没頭しました。
主に門松やしめ飾りを作り、門松は大きいものは高
さ約１ｍ、小さいものは約５０㎝と２種類の大きさ
で、合わせて１７０個が生産され、しめ飾りは２人
がかりでぎちっとしめられお正月の飾りをあしらっ
た力作です。作業場には、伝統を絶やさぬよう作業
は真剣に、休憩中はみんなで和やかにお茶飲みをす
るいぬかわわら細工会のみなさんの姿がありました。
１月からは地域のお祭りで使うわらじやしめ縄など
の生産を３月まで行うそうです。

12/10 ア ク リ ル パ ネ ル １ ０ 枚 を 寄 贈

新 型 コ ロ ナ 感 染 防 止 の た め に
　山形県建設労働組合連合会協議会青年部様より、ア
クリルパネル１０枚を寄贈いただきました。
　同団体の手作りで土台には県産の杉材が使用されて
います。贈呈式には川西支部長の星野真人さん（上小
松）、副部長の遠藤文昭さん（東大塚）にお越しいた
だき、町長に現物を贈呈いただきました。今後、税相
談の受付などに活用させていただきます。

12/24

▲犬川地区で令和２年に子宝に恵まれた４世帯を訪問

▲門松でぎっしり！いぬかわわら細工会の作業場

２

２
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申告申告をお願いしますをお願いします
「町民税・県民税」の

問町税務会計課　☎４２－６６２２

●申告会場：町農村環境改善センター●申告会場：町農村環境改善センター
●申告期限：３月１５日 ㈪●申告期限：３月１５日 ㈪
令和３年度の町・県民税は、令和２年中（令和２年 1 月 1 日～ 12 月 31 日）の所得金額等に基づい
て課税されます。適正な課税のため、申告が必要な方は必ず期限まで申告してください。

町・県民税 あなたは申告が必要？不要？
スタートから始めて「はい　　　」「いいえ　　　」の矢印にそって進んでください。
申告手続きは、おおよそこのとおりとなります。

ただし、令和２年中に収入があった方は、令和３年１月１
日現在居住の市町村へ申告してください。

●営業・農業・不動産等の所得の合計額が所得控
除の合計額を超える方

●年末調整済みの給与所得者で、給与以外の所得
が２０万円を超える方（※注３）

●所得税の納付・還付が必要な方は税務署への確
定申告が必要です。町の申告相談でも確定申告
書を税務署へ提出することができます。

●税務署へ確定申告が必要ない方でも、給与・公的年金以外に収
入がある方は、町への申告が必要です。ただし、税務署に確定申
告書を提出すれば町への申告は不要です。

●給与・公的年金以外の所得が２０万円以下の場合、税務署への
確定申告は必要ありませんが、町への申告が必要です。

●公的年金収入が４００万円以下で税務署への確定申告が必要な
い方でも、公的年金以外に収入がある方、所得控除を受ける方は
町への申告が必要です。

はい

町への町・県民税申告

次のいずれかの申告が必要です
営業・農業・不動産所得等の令和２年中の

収入について申告が必要です。

はい

いいえ

はい

⇒公的年金収入のみ
　の方：所得控除は
　受けますか？
　（医療費控除など）

町・県民税の
申告は不要です

（※注１）

町・県民税の
申告が必要です

（※注２）

町・県民税の
申告は不要です

該
当
す
る
と
こ
ろ
に
進
ん
で
く
だ
さ
い

⇒給与収入がある方：
　年末調整はお済み
　ですか？

いいえ

いいえ

はい

はい

税務署への確定申告

いいえいいえ

いいえいいえ

はい

いいえいいえ

（※注１）源泉徴収票に記載されている控除以外の各種控除を追加したい場合、または複数の源泉徴収票が出て
　　　　いる方は、確定申告が必要な場合があります。

（※注２）２か所以上から給与を受けている方は、税務署への確定申告が必要な場合があります。
（※注３）給与以外の所得が２０万円以下の場合は、町への町・県民税の申告が必要です。

町・県民税の申告が必要です
 令和２年中（１～１２月）に収入は

　ありましたか？
※障害年金・遺族年金や雇用保険（失業保険）
のみの方は「いいえ」におすすみください。

町・県民税の申告は不要です税務署へ確定申告書を提出しますか？

令和２年中に給与または公的年金以
外の収入はありますか？

＜スタート！＞
　令和３年１月１日現在、
 川西町に住所がありましたか？

町・県民税の申告は不要です

町・県民税申告のお知らせ

▶申告書を１月下旬にお送りします
◇申告書が送付された方
　令和元年中の所得を町・県民税の申告書で申告された
方に送付しています。税務署から「確定申告のお知らせ」
のハガキ・通知書が送付された方へは送付していません。
◇申告書が送付されなかった方
　１１ページのフローチャートで確認のうえ、申告が必
要となった場合は必ず申告書の提出をお願いします。町・
県民税の申告書は、町税務会計課カウンターに準備して
いるほか、町ホームページからダウンロードできます。
▶新型コロナ感染防止対策にご協力ください
　町・県民税の申告の場合、可能な限り申告書等は郵送
での提出をお願いします。「申告の手引き」を参考に作成
し、必要書類を添付して町税務会計課に郵送してください。
　確定申告の場合は、可能な限りインターネットによる
申告（ｅ -Ｔａｘ）をお願いします。１２ページの税務署
からのお知らせをご覧ください。
　申告相談会場に来場される方は、マスク着用・検温・手
指消毒など、感染防止対策にご協力ください。なお、発熱
（37.5 度以上）などの風邪症状がある場合、来場を控えて
ください。詳細は町報に折込のチラシをご覧ください。
▶申告に必要なもの
①送付された申告書、または「確定申告のお知らせ」ハ
　ガキ・通知書
②印鑑
③マイナンバーカード、または通知カードと身元確認書類
④利用者識別番号等の通知（事前に取得されている方）
⑤通帳（申告納税・還付申告をする方）
⑥収入金額が確認できる書類
◇営業や不動産収入（小作料含む）のある方
　収支内訳書（記載済みのもの）、売り上げや仕入れの帳
　簿類、必要経費の領収書など
◇農業収入のある方
　収支内訳書（記載済みのもの）、農業所得申告に係る各
　種明細書、新規に購入された農機具等の領収書、収入
　と経費が明らかになる帳簿など
◇給与や公的年金収入のある方
　令和２年分の源泉徴収票・給与明細書など
◇その他雑所得や一時所得等のある方
　支払証明書や通帳等収入金額を確認できる書類
⑦所得控除の対象になる書類
　社会保険料（国民年金等）・生命保険料（個人年金保険
　料も含む）・地震保険料・医療費など各種控除に必要な
　書類や証明書、障害者手帳等の福祉手帳

▶申告相談は指定された日時で
　町報に折込の日程表で指定の日時を確認のうえ、お越
しください。なお、期間中は申告に必要な書類は会場に
持ち出すため、役場内での相談は対応できませんのでご
注意ください。
▶マイナンバーの記載が必要です
　申告書を提出する際には、個人番号欄にマイナンバー
を記載してください。マイナンバーを記載した申告書を
提出いただく際には、本人確認が必要となります。下記
書類の提示または写しの添付をお願いします。
◇マイナンバーカードをお持ちの方
　マイナンバーカードのみで番号確認と身元確認の両　
方ができます。
　※郵送の場合、カード両面の写しを同封ください。
◇マイナンバーカードをお持ちでない方
　次の２つが必要です。

※氏名・住所が住民票の内容と一致していない通知カー
　ドおよび令和２年５月２５日以降に発行された個人番
　号通知書は、番号確認書類として利用できません。
▶確定申告における利用者識別番号の取得
　町の申告会場における確定申告の受付は、「利用者識別
番号（16 桁）」が必要ですので、番号を確認できる書類
をお持ちください。税務署から「確定申告のお知らせ」
のハガキまたは通知が届いている方は、番号が記載され
ています。また、「利用者識別番号等の通知」をお持ちの
方は、忘れずにお持ちください。利用者識別番号を取得
されていない方は、申告会場でも取得できますが、自宅
のパソコンで国税庁ホームページから取得することもで
きます。事前に取得いただければ、待ち時間が短縮され
ますので、ご協力をお願いします。なお、町・県民税の
申告の方は、利用者識別番号は必要ありません。
▶所得税の確定申告は税務署へ
　新規に住宅借入金等特別控除を受ける方、株式の譲渡
所得・配当所得のある方などは税務署で申告してください。
▶事業主のみなさんへ
　令和３年度（令和２年分）給与支払報告書の提出期限
は２月１日㈪ですので、期限厳守でお願いします。

番号確認書類
（いずれか１つ）

＋
身元確認書類

（いずれか１つ）

◇通知カード
◇住民票の写しまたは
　住民票記載事項証明
　書
　※マイナンバー記載のもの

◇運転免許証
◇パスポート
◇健康保険証
◇年金手帳
◇障害者手帳等

申告書の収入なしの欄に「○」を、該当する理由の□に
チェックを付けて提出してください。

税務署に確定申告書を提出すれば、町・県民税申告書を提
出したものとみなされます。
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▲命綱をつけて、万が一に備えましょう
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書
を

作
成
し
、
郵
送
ま
た
は
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
な

ど
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
告
書
作
成
会
場
の
開
設

●
申
告
書
作
成
会
場

　

フ
ジ
ワ
ビ
ル
３
階（
米
沢
市
門
東
町
）

●
開
設
期
間

　

２
月
１
日
㈪
～
３
月
15
日
㈪

　
〈
土
日
祝
を
除
く
〉

●
開
設
時
間　

９
時
～
16
時

※
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、
会
場
へ

　

の
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」
が
必

　

要
で
す
。「
入
場
整
理
券
」
は
、
会

　

場
で
の「
当
日
配
布
」と「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

　

に
よ
る
事
前
発
行
が
あ
り
、
詳
細
は

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。
な
お
、
状
況
に
よ
り
、

　

後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

　

あ
り
ま
す
。

申
告
に
関
す
る
相
談

　

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
確

定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
は
、「
確

定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
電
話
番
号　
（
２
２
）
６
３
２
０

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い「
０
番
」

　

を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
５
日
㈮　

9
時
～
12
時

●
場
所　

町
役
場 

第
３
会
議
室

●
対
象
者

①
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

②
給
与
所
得
者
で
還
付
申
告
の
み
の
方

※
年
金
・
給
与
以
外
の
所
得
（
農
業
・
不

　

動
産
等
の
事
業
所
得
や
譲
渡
所
得
）
が

　

あ
る
方
は
除
く
。

●
持
ち
物　

①
確
定
申
告
書　

②
印
鑑　

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド

　

ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
住
民
票

確
定
申
告
書
作
成
指
導
会
を
開
催
し
ま
す

問
町
税
務
会
計
課　

☎
（
４
２
）
６
６
２
２

　

と
身
元
確
認
書
類
）
※
氏
名
と
住
所
が
住

　

民
票
の
内
容
と
一
致
し
て
い
な
い
通
知
カ
ー

　

ド
、
令
和
２
年
５
月
25
日
以
降
に
発
行
さ
れ

　

た
個
人
番
号
通
知
書
は
、
番
号
確
認
書
類
と

　

し
て
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

④
筆
記
用
具　

⑤
計
算
機

⑥
所
得
金
額
が
分
か
る
書
類

　
（
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
）

⑦
所
得
控
除
が
分
か
る
書
類

　
（
生
命
保
険
料
控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
、
医

　

療
費
控
除
の
明
細
書
な
ど
）

「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
が

送
付
さ
れ
ま
す

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
・
通
信
技
術
）
を

利
用
し
て
申
告
さ
れ
た
方
や
各
指
導

機
関
を
通
じ
て
申
告
書
を
提
出
さ
れ

た
方
を
対
象
に
、「
確
定
申
告
の
お

知
ら
せ
」
の
ハ
ガ
キ
ま
た
は
通
知
書

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

申
告
書
や
収
支
内
訳
書
な
ど
が
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
米
沢
税
務
署　

☎
（
２
２
）
６
３
２
０

▲お知らせのハガキ

米沢税務署からのお知らせ

　

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
の
申
告

相
談
の
待
ち
時
間
を
利
用
し
て
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
申
請
に
必
要
な
顔
写
真
は
、
職

員
が
無
料
で
撮
影
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
必
要
な
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

②
本
人
確
認
書
類
（
原
本
）
２
点
以
上

　

運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

　

パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証
、

申
告
会
場
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　

年
金
手
帳
（
年
金
証
書
）
な
ど

※
本
人
確
認
書
類
は
「
現
在
の
氏
名
・
住

　

所
・
生
年
月
日
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る

　

も
の
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
会
場
で
本
人
確
認
書
類
等
が
不

　

足
し
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
顔
写

　

真
撮
影
な
ど
申
請
に
係
る
お
手
伝
い
を

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

　

職
員
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

問
町
住
民
生
活
課

☎
（
４
２
）
６
６
１
５

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　１月８日～２月７日は「雪害事故防止強化月間」です。１月８日～２月７日は「雪害事故防止強化月間」です。
　雪による事故被害の原因でもっとも多いのは、自宅など建物の屋根の雪下ろし作業中の事故で、特に　雪による事故被害の原因でもっとも多いのは、自宅など建物の屋根の雪下ろし作業中の事故で、特に
高齢者の方が事故に遭うケースが多くなっています。高齢者の方が事故に遭うケースが多くなっています。
　次のポイントに注意して、雪下ろし作業は安全に行いましょう。　次のポイントに注意して、雪下ろし作業は安全に行いましょう。

安 全 な 雪 下 ろ し  「 ８ つ の ポ イ ン ト 」
① 気温が高い時は屋根の雪のゆるみに注意！
② ヘルメットを着用し安全な服装で作業しましょう！
③ 転落防止のため命綱を使いましょう！
④ はしごはしっかり固定しましょう！（足元も先端も。角度は７５度に）
⑤ 使いやすい除雪道具を使いましょう！
⑥ ２人以上で作業しましょう！（携帯電話も持ちましょう）
⑦ 無理な作業はやめましょう！（準備運動を忘れずに。休憩をとりながら）
⑧ 足場はいつも注意！（軒先は危険です。足場は慎重に）

問町総務課　☎４２－６６１２

 雪下ろし作業 は
 安全 に 行いましょう！

除雪機械での作業も周りに
十分注意しながら行いましょう

町・県民税申告のお知らせ
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ま ち か ら の お 知 ら せ
town information

令和３年度分固定資産税・
都市計画税の軽減制度

▶内容
　新型コロナおよびそのまん延防
止のための措置により、事業収入
が一定程度減少した中小事業者等
に対し、特例の申告をされた場合、
事業用家屋および償却資産に係る
令和３年度分の固定資産税・都市
計画税の課税標準を軽減します。
▶対象者（①②のいずれか）
①資本金または出資金の額が１億
　円以下の法人（資本または出資
　を有しない法人は従業員数１千
　人以下）
②常時使用する従業員数が１千人
　以下の個人等
▶軽減割合
　令和２年２月～１０月における
任意の連続する３か月の事業収入
が、前年の同期間に比べて
◇３０％以上５０％未満の減少
　→２分の１
◇５０％以上の減少
　→ゼロ
▶申告期限：２月１日㈪
※必要な書類など詳細は町ホーム
　ページをご確認いただくか、お
　問い合わせください。
問町税務会計課　
☎４２－６６２４

　新型コロナ感染者の急増による
自粛ムードの広がりを受け、新型
コロナ感染防止対策に取り組む飲
食店等に対し交付金を交付します。
▶対象者：町内に事業所を有し、
　主たる業種が飲食店・宿泊業・
　一般乗用旅客自動車運送業（福
　祉輸送事業限定を除く）・運転
　代行業で、「新型コロナ対策宣
　言店」のプレート交付を受けて
　今後も事業を継続する方。
▶交付金額：３０万円
※詳細は町ホームページをご確認
　いただくか、お問い合わせくだ
　さい。
問町商工会　☎４６－２０２０

川西町飲食業等支援交付金

▶監査の種類
　地方自治法第１９９条第４項及
び川西町監査の執行に関する条例
第２条の規定に基づく定例監査及
び地方自治法第１９９条第７項で
規定する指定管理者の監査
▶執行期日・対象課等
【定例監査】
◇令和２年１０月２３日
　未来づくり課、政策推進課
◇令和２年１０月２８日
　教育総務課、小松保育所、
　玉庭小学校
【指定管理者監査】
◇令和２年１１月２０日
　㈱かわにし森のマルシェ
　㈱ダリヤパークサービス
◇令和２年１１月２６日
　いぬかわ振興協議会
　中郡地区社会教育振興会
▶監査委員の氏名（敬称略）
　島貫憲明、吉村徹
▶監査対象事項
【定例監査】
　令和２年度における財務に関す
る事務の執行及び経営に係る事業
の管理に関する事項
【指定管理者監査】
　令和元年度に執行された公の施
設の管理、会計処理等に関する事
務、指定管理者の選定方法及び協
定書の締結内容
▶監査の手続き：事前に提出を求
　めた関係書類を確認するととも
　に、各種申請書類、会計書類等
　の確認を行い、関係者からの説
　明を聴取し監査を執行した。
▶監査の結果
⑴㈱ダリヤパークサービス
　改善事項
　①当期未処分損失 22,755,062
　　円を早期に解消されたい。
　②職員の退職金規定を整備され
　　たい。
⑵その他の課等の監査対象事項に
　おいて、概ね適正に処理されて
　いた。
問町監査委員事務局
☎４２－６６７４

監査結果を公表します

　町内で農業、商業、建設業など
の事業を行い、償却資産を所有し
ている個人・法人は、法律により
償却資産を申告するよう義務付け
られていますので、期限まで申告
してください。
　また、資産の増減がなかった方、
廃業された方も、その旨の申告が
必要となります。
　不明な点がありましたら町税務
会計課までお問い合わせください。
▶申告期限：２月１日㈪
問町税務会計課
☎４２－６６２４

固定資産（償却資産）の
申告はお早めに

町議会議長
加藤 俊一 氏　ご逝去

　令和２年１２月１３日、町議会
議長の加藤俊一氏がご逝去されま
した。
　平成７年の初当選以来、７期に
わたり町議会議員としてご活躍さ
れ、平成２７年からは議長として
職務を果たされました。
　謹んでご冥福をお祈りします。

　１月２４日は山形県知事選挙の投票日です
　　　　　　　　　　　　　　問町選挙管理委員会事務局　☎４２－６６８９

期日前投票を
ぜひご利用ください

　投票日に投票できない方は、簡単な手続きで期日前
投票をすることができます。まだお済みでない方はぜ
ひご利用ください。
●日　時　１月２３日㈯までの８：３０～２０：００
●場　所　町役場 第３会議室
　　　　　（庁舎東側１階入口からお入りください）
●持ち物　入場券（印鑑は不要）
※令和２年１０月７日以降、県内の市町村に転出され
　た方は「引き続き山形県の区域に住所を有する証明
　書｣（県内市町村長が発行するもの）が必要。

玉庭地区は投票終了時間が
１時間早まります

　今回の選挙から、玉庭地区の３投票所（朴沢部落公
民館、玉庭地区交流センター、中程集落センター）は、
投票時間が１９時までとなります。ご注意ください。
　なお、投票場所・投票時間は有権者のみなさんにお
送りした入場券に記載していますので、ご確認のうえ
投票にお越しください。

新型コロナ感染防止対策を
徹底します

　町選挙管理委員会では、今回の選挙において新型コ
ロナ感染防止のため、以下の対策を徹底して行います。
　みなさんのご理解とご協力をお願いします。
●有権者の皆さんにお願いしたいこと
　◇マスク着用の徹底にご協力ください。
　◇投票所の入り口でサーマルカメラによる検温をさ
　　せていただきます。（検温の結果によって投票を
　　お断りすることはありません。ただし、投票まで
　　少し時間をいただく場合があります。）
　◇投票所内で一定距離を保つため、一時的に入場を
　　お待ちいただく場合があります。
　◇投票所内での手指消毒にご協力ください。
　◇使い捨ての鉛筆を配布します。使用後は回収箱に
　　入れてください。
　◇自身の筆記用具を使用できます。ボールペンを使
　　用する際は誤字に十分注意ください。
●投票に行きたいけど、体調が心配な場合
　お出かけ前に、かかりつけ医や受診相談コールセン
ター（☎ 0120-88-0006）に相談し指示に従ってい
ただくか、町選挙管理委員会にお問い合わせください。

明るい選挙啓発ポスター展示会を開催中

　町内小中学生が書いた「明るい選挙啓発ポスター」全８６作品のう
ち、町審査で入選した２４作品を展示しています。ぜひご覧ください。
●開催場所　ヤマザワ川西店 店舗西側入り口
　　　　　　うめや川西店 店舗北側（レジ後ろ）
●開催期間　１月２４日㈰まで

▶
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
第
３
次
審
査
（
中
央
審
査
）
で
全

　
国
の
上
位
か
ら
２
番
目
に
あ
た
る「（
公
財
）明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長・

　
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
会
長
賞
」
を
受
賞
し
た
坂
田
光
希
さ
ん

　
（
吉
島
小
５
年
）
の
作
品

▲うめや川西店での展示の様子
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ま ち か ら の お 知 ら せ
town information

　

わ
が
町
の
た
か
ら
も
の

問
町
生
涯
学
習
課　
☎
（
４
４
）
２
８
４
３

さ
い
と
焼
き

の
紙
を
燃
や
し
、
そ
の
炎
が
高
く
上

が
る
と
字
が
上
達
す
る
」
と
い
っ
た

言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
日
の
夕
食
は
食
べ
残
さ
な
い
こ
と

が
良
し
と
さ
れ
、
残
す
と
そ
の
年
の

稲
の
仕
事
が
遅
れ
る
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
昔
は
、
家
庭
ご
と
に
お
こ
な
う
こ

と
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
が
、
現
在

は
主
に
自
治
会
単
位
で
、
小
正
月
近

く
の
土
日
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

▲さいと焼きの様子（玉庭・ふるさと総合セ
　ンターおもいで館）

　
さ
い
と
焼
き
は
小
正
月
の
夜
に
お

こ
な
わ
れ
る
火
祭
り
の
行
事
で
、「
や

は
は
え
ろ
」
や
「
ど
ん
ど
焼
き
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
１
月
14
日
ま

た
は
15
日
に
、
役
目
を
終
え
た
正
月

飾
り
や
古
い
お
札
な
ど
を
集
め
、
稲

わ
ら
や
茅
な
ど
で
塔
状
に
囲
っ
て
燃

や
し
、「
や
は
は
え
ろ
ー
」
の
か
け

声
と
と
も
に
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣

を
願
い
ま
す
。「
や
は
は
え
ろ
」
に

は「
弥い

や

栄
え
ろ
」（
い
よ
い
よ
栄
え
ろ
）

や
「
家や

は
栄
え
ろ
」
と
い
っ
た
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
さ
い
と
焼
き
の
起
源
と
し
て
考
え

ら
れ
る
の
は
、
平
安
時
代
か
ら
宮
中

で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
左さ

ぎ
ち
ょ
う

義
長
（
三

毬
杖
）
で
、
こ
れ
が
民
間
に
伝
わ
り
、

サ
エ
（
塞
）
の
神
─
境
界
を
守
る
道

祖
神
の
祭
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
「
さ
い
と
焼
き
の
火
で
焼

い
た
餅
を
食
べ
る
と
災
難
に
遭
わ
な

い
、
病
気
に
な
ら
な
い
」「
書
初
め

問町まちづくり課　☎４２－６６６８

空き家利活用のご相談は

川西町空き家バンク まで

成約 34 件（令和2年12月末）

登録物件 53 件のうち ▶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
チ
ェ
ッ
ク
！

　令和２年１２月１０日、大塚地
区に新たに設立された「農事組合
法人みなみ方」が農業経営改善計
画認定書の交付を受けました。
　同法人は、大塚南方地区１２戸
の農業者が米の共同育苗作業体制
の整備を契機として令和２年１０
月に設立されました。
　「育苗作業を軌道にのせ、労働
の集約化を図り、その後の営農に
つなげていきたい」と同法人の渡
部広代表理事が決意を語りました。
問町産業振興課
☎４２－６６４２

認定農業者の認定書を交付
しました

　民生委員・児童委員活動に長ら
く取り組まれ、その功労が顕著な
方に表彰が贈られました。
　また、町民生委員児童委員協議
会よりお祝い金をお渡ししました。
▶令和２年度社会福祉功労者知事
　表彰
　近野ユキ子さん（吉田・前職）
▶第７０回山形県・県民福祉大会
　会長表彰
　加藤　弘子さん（上小松・現職）
　安部美知子さん（下小松・現職）
問町福祉介護課
☎４２－６６３５

地域福祉への功労が
認められ３名に表彰

▲認定を受けられた農事組合法人みなみ方の
　渡部広代表理事（右）

▲（左から）安部美知子さん、近野ユキ子さん、
　加藤弘子さん

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
特設人権相談 2/3 ㈬

13：30～ 16：00
町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

行  政  相  談 2/17 ㈬
13：30～ 16：00

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

幼児ことばの
相談 2/15 ㈪　午前中 町子育て支援

センター
町健康子育て課
☎ ４２－６６71

心配ごと相談 毎週水曜日
13：30～ 16：00

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

法  律  相  談
（要事前予約）

毎月第３木曜日
11：00～ 15：00

米沢地区勤労者
福祉会館（米沢市）

米沢地区勤労者福祉協会
☎ ２１－５２５０

●２月の無料相談

１月の町税等
●国民健康保険税　　　（７期）
●介護保険料　　　　　（７期）
●後期高齢者医療保険料（７期）
●上下水道使用料（12月概算分）

口座振替日　　１月２８日㈭
納付期限　　　２月　１日㈪

今月の 新庁舎 工事状況

　庁舎棟は、建設工事において各所内装の仕上げが概ね完了しました。
また、昨年１２月下旬から今年１月中旬までに各種設備の試運転・調
整を行い、今年１月末の完成に向けて、順調に進んでいます。
　外部では、外構工事や無散水消雪用の配管工事、太陽光発電のパネ
ル設置工事を進めており、それぞれ順調に進んでいます。
　工事車両の出入りなど交通安全には十分留意して工事を進めますの
で、ご理解とご協力をお願いします。

問町政策推進課　☎４２－６６０４

▲新庁舎２階の窓口カウンター

▶試験内容
　緊急時において、国民保護など
の関係から迅速かつ確実な情報伝
達ができるよう実施します。
　Ｊアラートからの情報を、町内
２０か所に設置している防災行政
無線の屋外拡声子局（スピーカー）
を通じて一斉放送します。
▶試験実施予定日時
　２月１７日㈬　１１：００
▶放送内容の再確認方法
　防災行政無線から放送された内
容は「防災情報テレフォンサービ
ス」で確認できます。
☎４２－４２６１
☎４２－４２６２
☎４２－４２６３　まで
問町総務課　☎４２－６６１２

Ｊアラート全国一斉情報
伝達試験の追加実施

してください。
【無理な進入はしない】
　警報機が鳴ったら、踏切内への
進入はやめてください。

【閉じ込められても焦らない】
　踏切内に閉じ込められたら、そ
のまま車をゆっくり前進させてく
ださい。遮断棒は車で押せば前方
に跳ね上がります。

【踏切内で動けなくなったら…】
　非常ボタンがある時は、カバー
の上から強く押してください。信
号機が作動し、列車に異常を知ら
せます。
　非常ボタンがない時は、列車に
向かい大きく手を振るなどして危
険を知らせてください。発煙筒や
赤色の物を使用すると効果的です。
　列車の停止後、付近の人の協力
を得て脱出してください。脱出後
は最寄りの駅に連絡してください。
問町住民生活課
☎４２－６６１６

冬の踏切事故を
防ぎましょう

【一時停止と安全確認】
　踏切の手前では必ず一旦停止し
安全を確認後、渡ってください。
特に冬期間は路面凍結によるス
リップに備え、踏切手前では充分
に減速しましょう。積雪で踏切が
分かりにくいこと
もあるので、誤っ
て線路に進入しな
いよう、しっかり
確認してから通行

▲上空から見た建設地

町報かわにし　1617　町報かわにし 令和3年1月15日 令和3年1月15日
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暮らしの情報
掲示板

お
知
ら
せ

自
衛
官
等
募
集

●
募
集
種
目
　
自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格　

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在

　
　
　
　
　
　

で
18
～
32
歳
の
男
女

●
受
付
期
間　

随
時
受
付
中

●
試
験
日　
　

受
付
時
に
ご
案
内

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
米
沢
地
域
事
務
所

☎
（
２
３
）
０
０
１
１

募　

集

マ
ザ
ー
ズ
お
し
ご
と
相
談
会
in
米
沢

●
期
日　

２
月
８
日
㈪

●
時
間
・
内
容

▽
10
時
30
分
～
正
午

　

セ
ミ
ナ
ー
「
就
職
活
動
の
基
本
と
ポ
イ

　

ン
ト
」

▽
正
午
～
14
時　

個
別
相
談
会

※
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
も
可
。

●
場
所　

ア
ク
テ
ィ
ー
米
沢
（
米
沢
市
）

●
対
象　

就
職
を
お
考
え
の
子
育
て
中
の

　
　
　
　

女
性

※
セ
ミ
ナ
ー
参
加
の
み
要
事
前
申
込
。
定

　

員
６
名
。

※
受
講
・
相
談
中
は
保
育
ス
タ
ッ
フ
が
同

　

室
で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

問
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
山
形

☎
０
２
３
（
６
６
５
）
５
９
１
５

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

●
募
集
戸
数　

２
戸

●
募
集
期
間　

２
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮

●
受
付
時
間　

10
時
～
17
時

●
入
居
時
期　

３
月
下
旬

※
特
定
目
的
用
は
、
高
齢
者
世
帯
や
障
が

　

い
者
世
帯
等
が
対
象
で
す
。
詳
細
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所

☎
（
２
４
）
２
３
３
２

米
沢
地
区
交
通
安
全
協
会

優
良
運
転
者
表
彰
の
申
請
募
集

●
対
象
者

　

米
沢
地
区
交
通
安
全
協
会
員
の
方

●
条
件　

　

過
去
５
年
以
上
無
事
故
無
違
反
の
方

●
必
要
書
類　

無
事
故
無
違
反
証
明
書

●
申
請
締
切　

２
月
19
日
㈮

問
米
沢
地
区
交
通
安
全
協
会
事
務
局

☎
（
２
１
）
３
３
３
８

第
５
回

〝
Ｙ
Ａ
М
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ
〟
夢
婚

　

県
内
在
住
で
結
婚
式
を
挙
げ
て
い
な
い

ご
夫
婦
１
組
に
結
婚
式
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

●
対
象
者　

①
～
③
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
県
内
在
住
で
挙
式
を
挙
げ
て
い
な
い
方

②
令
和
３
年
12
月
31
日
ま
で
の
挙
式
が
可

　

能
な
方

③
広
報
活
動
（
取
材
対
応
や
写
真
掲
載
）

　

へ
の
情
報
提
供
に
協
力
い
た
だ
け
る
方

●
内
容　

ご
夫
婦
が
希
望
す
る
挙
式
を
プ

　

レ
ゼ
ン
ト

●
応
募
締
切　

３
月
31
日
㈬

問
山
形
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
協
議
会
事
務
局

☎
０
２
３
（
６
７
２
）
０
３
３
０

県営舘之北アパート

部
屋 2DK 3DK

戸
数 1 1

階
数 1F 3F

家
賃

15,300 円～
30,100 円　

20,300 円～
39,900 円　

区
分

特定目的用
単身可 一般用

就
職
到
来

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢
就
職
面
接
会

●
日
時　

２
月
12
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
00
分

●
場
所　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ（
米
沢
市
）

●
内
容

①
企
業
の
担
当
者
と
の
個
別
面
談

②
就
職
に
関
す
る
各
種
相
談

●
対
象
者

　

就
職
希
望
者
（
令
和
３
年
３
月
大
学
・

短
大
・
専
門
学
校
卒
業
予
定
者
含
む
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

☎
（
２
２
）
８
１
５
５

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

　

対
象
者
が
卒
業
後
、
県
内
に
就
職
・
就

業
し
た
場
合
は
、
そ
れ
以
降
の
利
子
に
対

し
返
済
終
了
ま
で
、
元
金
３
０
０
万
円
を

限
度
に
、(

公
財)

山
形
県
勤
労
者
育
成

教
育
基
金
協
会
か
ら
年
２
・
０
％
の
利
子

補
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
融
資

金
利
が
年
２
・
０
％
を
下
回
っ
た
場
合
は
、

融
資
金
利
が
利
子
補
給
率
と
な
り
ま
す
。

●
使
い
道

　

大
学
・
短
大
・
高
校
・
専
門
学
校
な
ど

の
学
資
金
、
住
居
・
生
活
資
金
な
ど

●
融
資
金
額　

１
０
０
０
万
円
以
内

催　

し

お
父
さ
ん
・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
対
象

「
お
と
う
飯は

ん

」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

日
常
生
活
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
を
作
る
男

性
の
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。
家
事
を
奥

さ
ん
に
任
せ
っ
き
り
に
し
て
い
る
方
、
簡

単
な
料
理
を
作
れ
る
よ
う
に
、〝
こ
っ
そ

り
〟
練
習
し
ま
し
ょ
う
！

●
日
時　

２
月
14
日
㈰

　
　
　
　

10
時
00
分
～
11
時
30
分

●
場
所　

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角
巾
、
参
加

費
５
百
円
（
調
理
材
料
費
・
保
険
代
込
）

●
申
込
締
切　

１
月
31
日
㈰（
先
着
10
名
）

問
人
権
擁
護
委
員 

小
野
卓
也
（
長
井
市 

　

洞
松
寺
）

☎
０
２
３
８
（
８
４
）
２
３
９
０

相　

談

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
の
相
談
会

　

専
門
の
相
談
員
が
、
無
料
で
学
校
や
就

労
に
つ
い
て
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
ご

家
族
か
ら
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
25
日
㈪　

10
時
～
14
時

●
場
所　

町
中
央
公
民
館
２
０
１
号
室

※
予
約
優
先
で
す
。

問
Ｎ
Ｐ
О
法
人
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
優

☎
（
３
３
）
９
１
３
７

40年以上の
取扱実績!

固定金利・
長期返済が

可能!

（または 03-5321-8656）

教育ローンコールセンター
【ご相談・お問い合わせは】

あなたの“未来”応援します! ご融資額350万円以内ご融資額350万円以内
ご入学前の
まとまった
費用の準備

（お子さま１人あたり）

月～金曜日 9：00～21：00
土 曜 日 9：00～17：00
※日曜日、祝日、年末年始
（12/31〜1/3）はご利用
　いただけません。

受付時間

 

川西町スクールバス乗務員募集 

資格    大型 1 種又は 2 種（できれば 2 種が望ましい） 
提出書類  履歴書・運転記録証明書（3 年分）申請後 1～2 週間かかります。    
      運転記録証明書は最寄りの警察署や免許センターで申請できます。       
※ハローワーク紹介窓口にて紹介状の交付を受け上記書類を添えて       申し込み・問い合わせ先 

 2 月 5 日まで郵送して下さい。追って面接日時場所をお知らせ致します。  (有)毘龍レンタカー高畠営業所 高橋圭子 

                                       高畠町相森 78-3 40-8696 

広 

告

●
融
資
金
利
（
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
適
用
・
固
定
）

　

年
１
・
８
５
％
～
年
３
・
１
５
％

　
（
５
年
以
内
～
10
年
以
内
）

●
返
済
期
間　

最
長
10
年
（
在
学
期
間
中

　

は
最
長
６
年
間
元
金
据
置
き
が
可
能
）

●
保
証　

労
働
金
庫
指
定
の
保
証
機
関
の

　

ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

※
保
証
料
は
労
働
金
庫
が
負
担
し
ま
す
。

問
東
北
労
働
金
庫
南
陽
支
店

☎
（
４
０
）
３
５
１
１

広 

告▶町報かわにしの概要
　月１回、約 5,000 部発行
▶規格　１種：4.5cm× 8.7cm
　　　　２種：4.5cm× 17.5cm
▶価格　１種： 8,000 円（１回）
　　　　２種：15,000 円（１回）
▶申込　発行日１か月前まで

【お問合せ】町未来づくり課 広報担当　☎４２－６６９５

広  告
募集中

家
畜
の
定
期
報
告
を
お
忘
れ
な
く

　

対
象
家
畜
を
飼
養
し
て
い
る
方
は
、
法

律
に
よ
り
毎
年
２
月
１
日
現
在
の
飼
養
頭

数
等
の
報
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

報
告
用
紙
は
１
月
末
に
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
た
に
飼
育
を
開
始
し
た
方
で
報
告
用

紙
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
置
賜

家
畜
保
健
衛
生
所
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
対
象
と
な
る
家
畜

　

牛
、水
牛
、鹿
、め
ん
羊
、山
羊
、豚
（
ミ

ニ
ブ
タ
含
む
）、
い
の
し
し
、
馬
（
ポ
ニ
ー

含
む
）、
鶏
（
う
こ
っ
け
い
・
チ
ャ
ボ
含

む
）、
う
ず
ら
、
あ
ひ
る
、
き
じ
、
だ
ち
ょ

う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥

※
ペ
ッ
ト
、
学
校
等
や
公
園
で
の
飼
養
も

　

含
み
ま
す
。

問
置
賜
家
畜
保
健
衛
生
所

☎
（
４
３
）
３
２
１
７



最
適
化
へ
の
役
割

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り

農
業
委
員
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご

農
業
委
員
会
だ
よ
り

　
　
　
　
（
第
67
号
）　
問
町
農
業
委
員
会
事
務
局　
☎
42
ー
６
６
０
５

　

今
回
は
、
町
独
自
制
度
「
認
定
女
性
農
業
者
」
の
認
定
を
受
け
た
我

妻
優
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
我
妻
さ
ん
は
切
花
ダ
リ
ア
や
里
芋
栽
培

を
メ
イ
ン
に
、
今
年
度
よ
り
き
ゅ
う
り
栽
培
を
取
り
入
れ
、
人
に
も
環

境
に
も
優
し
い
作
物
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た「
一
期
一
会
」

を
大
切
に
、
地
域
農
業
の
中
核
を
担
う
女
性
農
業
者
で
す
。

ー
農
業
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

あ
る
方
の
生
き
方
・
あ
り
方
に

感
銘
を
受
け
、
自
分
自
身
が
命
を

作
り
育
て
る
原
点
の
農
業
に
立
ち

返
り
、
本
来
の
自
分
が
い
る
環
境

を
作
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ー
栽
培
し
て
い
る
作
物
は
？
ま
た

　

苦
労
し
て
い
る
所
は
？

　

切
花
ダ
リ
ア
、
里
芋
、
露
地
き

ゅ
う
り
で
す
。
ま
た
、
苦
労
し
て

い
る
所
は
農
繁
期
の
雇
用
の
確
保

で
す
。
人
づ
て
、
出
会
い
な
ど
の

縁
で
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

ー
本
町
で
は
主
力
で
な
い
里
芋
を

　

選
ん
だ
理
由
は
？

　

農
業
研
修
生
の
と
き
に
出
合
っ

た
里
芋
が
「
こ
ん
な
に
お
い
し

か
っ
た
っ
け
？
」
と
感
動
し
、
当

時
栽
培
し
て
い
た
師
匠
に
援
助
を

頂
き
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
里
芋
の
品
種
は
「
大
和
早

生
」
で
、
今
か
ら
30
年
程
前
に
川

西
町
の
Ｊ
Ａ
さ
ん
が
減
反
政
策
で

新
潟
県
の
五
泉
市
か
ら
種
イ
モ
を

譲
り
受
け
栽
培
し
た
の
が
そ
の
始

ま
り
で
す
。
こ
の
師
匠
が
作
り
続

け
て
く
れ
た
た
め
、
私
も
栽
培
に

携
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ー
販
売
先
は
？

　

里
芋
は
直
売
と
自
家
直
売
で

す
。
直
売
は
山
形
市
の
「
ぐ
っ
と

山
形
」、上
山
市
の
「
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
ト
マ
ト
」
の
２
ヶ
所
を
主
力
に
、

Ｊ
Ａ
で
す
。
肥
料
は
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ

も
使
用
し
、
お
陰
様
で
こ
れ
も
人

と
の
繋
が
り
で
成
長
し
て
い
ま
す
。

ー
里
芋
へ
の
想
い
は
？

　

偶
然
出
合
っ
た
こ
の
里
芋
は
自

分
の
営
農
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
本
格
的
に
販
売
す
る
た

め
、
当
農
園
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
感
を

作
り
出
し
な
が
ら
営
業
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
販
路
を
拡
大
さ
せ
る
た

め
、
今
冬
は
福
島
で
営
業
活
動
を

行
う
予
定
で
す
。
営
業
活
動
は
楽

し
く
、
未
知
と
の
出
会
い
に
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
す
。
こ
れ
も
東
京
生
活

の
経
験
を
活
か
し
、
今
年
よ
り
も

来
年
と
成
長
で
き
る
よ
う
努
力
し

続
け
ま
す
。

ー
農
業
を
目
指
す
女
性
へ
ア
ド
バ

　

イ
ス
を

　

ア
ド
バ
イ
ス
に
な
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、〝
誰
か
が
つ
く
っ
た

常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
〟
行
動
す
る

こ
と
で
す
。
な
ぜ
農
業
な
の
か
。

な
ぜ
農
業
で
な
い
と
ダ
メ
な
の
か
。

自
ら
の
確
固
た
る
信
念
を
持
っ
て

い
れ
ば
Ｏ
Ｋ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

幸
い
、
川
西
町
は
新
規
就
農
者

に
対
し
懇
切
丁
寧
な
相
談
窓
口
や

町
独
自
の
支
援
制
度
も
あ
り
農
地

の
確
保
さ
え
出
来
れ
ば
女
性
で
も
、

女
性
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
農
業
ス

タ
イ
ル
を
目
指
せ
る
と
思
い
ま
す
。

【
農
業
者
の
ご
紹
介
】　  

我
妻 

優
子 

さ
ん  

（
洲
島
）

川西町農業委員会
会長　大沼  藤一（西大塚）

山
形
県
農
業
委
員
会
大
会
に
参
加
し
て

　

令
和
２
年
11
月
６
日
、
新
庄
市

民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
山
形

県
農
業
委
員
会
大
会
に
本
町
の
農

業
委
員
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
も
参
加
し
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
各
市
町

村
出
席
者
を
限
定
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

①
工
夫
を
こ
ら
し
て
コ
ロ
ナ
禍
に

　

お
け
る「
農
地
利
用
の
最
適
化
」

　

を
推
進
し
よ
う
。

②
現
場
の
声
を
反
映
し
た
「
意
見

　

の
提
出
」
を
積
極
的
に
行
お
う
。

③
新
規
参
入
を
含
む
多
様
な
担
い

　

手
の
確
保
育
成
に
取
り
組
も
う
。

農業委員会だより　第６７号

▲中津川地区の民宿で提供される料
　理は地元の食材がいっぱい

農
地
の
転
用
は
許
可
が
必
要
で
す

　

農
地
を
住
宅
や
駐
車
場
、
資
材

置
場
な
ど
耕
作
以
外
の
目
的
に
利

用
す
る
場
合
は
、
事
前
に
地
域
の

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
ま
た
は
町
農
業
委
員
会
事

務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
農
地
は
許
可
な
く
無
断
で
転
用

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
来
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影

響
が
地
域
経
済
に
も
及
ん
で
い
ま

す
。
農
業
、
農
村
を
取
り
巻
く
情

勢
も
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

一
方
、
国
内
で
の
食
料
生
産
の

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、
今
ま
で

以
上
に
農
業
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
今
こ
そ
農
業
の
土
台

で
あ
る
農
地
の
利
用
最
適
化
に
向

け
た
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
必
須
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

●
宅
地
に
隣
接
す
る
農
地
で
あ
っ

　

て
も
耕
作
以
外
の
目
的
に
使
用

　

す
る
場
合
は
農
地
転
用
の
許
可

　

が
必
要
で
す
。

●
農
地
を
無
断
で
転
用
し
て
い
る

　

こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
原

　

状
回
復
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

④
「
や
ま
が
た
〝
地
域
の
農
地
を

　

活
か
し
、担
い
手
を
応
援
す
る
〟

　

活
動
」
を
推
進
し
よ
う
。

⑤
農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
活
動

　

を
強
化
し
よ
う
。

⑥
情
報
提
供
活
動
（
全
国
農
業
新

　

聞
・
全
国
農
業
図
書
）
を
一
層

　

強
化
し
よ
う
。

と
６
つ
掲
げ
、
置
賜
地
方
・
庄
内

地
方
・
村
山
地
方
・
最
上
地
方
の

代
表
が
大
会
議
案
を
提
案
し
ま
し

た
。

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質

化
を
踏
ま
え
た
農
地
利
用
の
最
適

化
へ
の
取
り
組
み
、
農
業
の
持
続

的
発
展
に
向
け
た
人
材
の
育
成
・

確
保
、
女
性
や
若
い
農
業
者
の
登

用
促
進
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
農

業
委
員
会
活
動
、
農
業
者
年
金
の

加
入
促
進
な
ど
が
議
案
に
盛
り
込

ま
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
本
町
農
業
委
員
会
の
大

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
状
況

　

令
和
２
年
８
月
26
日
、
28
日
に

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
、
事
務
局
で
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
平
成
28
年
４
月

に
農
業
委
員
会
法
が
改
正
・
施
行

さ
れ
、「
農
地
利
用
の
最
適
化
」

が
農
業
委
員
会
の
必
須
業
務
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
重
要
な
取
り

組
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
農
地
の
利
用
状
況
調
査

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
日
ご
ろ

の
活
動
を
通
し
て
、
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
、
解
消
対
策
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
状
況
調
査
や
荒
廃

農
地
調
査
に
よ
り
再
生
利
用
困
難

な
農
地
と
し
て
分
類
さ
れ
た
農
地

に
つ
い
て
は
、
今
後
非
農
地
判
断

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

置
賜
地
方
農
業
委
員
会
連
絡
協
議
会

　

女
性
農
業
委
員
研
修
会
に
参
加
し
て

　

令
和
２
年
９
月
４
日
、
飯
豊
町

中
津
川
地
区
に
お
い
て
、
置
賜
地

方
農
業
委
員
会
連
絡
協
議
会
主
催

の
女
性
農
業
委
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
本
町
よ
り
女
性
農
業
委
員

２
名
と
事
務
局
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
内
容
は
、
中
津
川

民
宿
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
な

か
つ
が
わ
農
家
民
宿
組
合
の
中
村

組
合
長
か
ら
の
講
話
と
飯
豊
町
雪

室
施
設
の
視
察
で
し
た
。

　

中
津
川
地
区
で
は
現
在
７
軒

の
農
家
で
民
宿
経
営
を
し
て
お

り
、
料
理
は
地
元
の
季
節
の
食
材

を
使
用
し
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望

者
に
は
料
理
や
お
菓
子
作
り
、
収

穫
体
験
、
冬
は
雪
に
触
れ
る
体
験

な
ど
様
々
な
催
し
を
実
施
し
て
お

り
、
農
家
民
宿
な
ら
で
は
の
温
か

い
「
お
も
て
な
し
」
で
地
元
の
魅

力
あ
ふ
れ
る
取
り
組
み
を
さ
れ
て

し
ま
し
た
。
中
津
川
地
区
は
、
県

内
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る

こ
と
か
ら
豪
雪
地
帯
特
有
の「
雪
」

を
地
域
活
性
化
資
源
と
し
て
利
用

す
る
た
め
当
施
設
が
平
成
10
年
に

建
て
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
主
に
低

温
貯
蔵
倉
庫
と
し
て
利
用
し
、
米

や
野
菜
類
を
貯
蔵
す
る
こ
と
で
、

鮮
度
の
維
持
や
糖
度
の
増
加
に
よ

り
農
作
物
の
美
味
し
さ
が
増
す
そ

う
で
す
。
ま
た
、
夏
に
行
わ
れ
る

雪
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
お

い
て
も
当
施
設
の
雪
を
活
用
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

地
元
の
食
材
、
資
源
で
工
夫
を

凝
ら
し
た
農
家
民
宿
の
取
り
組
み
、

自
然
の
資
源
を
利
用
し
た
雪
室
施

設
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

沼
会
長
の

ガ
ン
バ
ロ

ウ
宣
言
に

よ
り
総
会

を
総
括
し
、

閉
会
し
ま

し
た
。

か
わ
に
し
森
の
マ

ル
シ
ェ
や
道
の
駅

米
沢
で
も
販
売
し

て
い
ま
す
。
ダ
リ

ア
や
き
ゅ
う
り
は

い
ま
す
。

　

雪
室
施
設
の

視
察
で
は
、
施

設
管
理
組
合
長

か
ら
施
設
概
要

の
説
明
を
受
け
、

施
設
内
を
見
学

▲我妻さん（右）と甥っ子

町報かわにし　2021　町報かわにし 令和3年1月15日 令和3年1月15日



22 ページの内容に関する問い合わせ先　町健康子育て課　☎４２－６６４０

玄米ダンベル体操のつどい
　体力 UP、ダイエット、介護予防にオススメ！
　▶日　時：2 月 15 日㈪　10：00 ～ 10：30
　▶場　所：町生きがい交流館
　▶内　容：ＤＶＤを見ながらマスク着用で
　　　　　　「玄米ダンベルニギニギ体操」
　▶参加料：無料
　▶持ち物：玄米ダンベル、飲み物、内ズック

健　康健　康

適正受診を心がけましょう
　ジェネリック医薬品は、薬の有効成分が新
薬と同じで、より安価で提供されていて医療
費削減効果が期待できます。ジェネリック医
薬品への切り替えは、医師や薬剤師の方とご
相談いただき、効き目や
副作用を理解したうえで
行ってください。

南陽東置賜休日診療所

●住　　所：南陽市椚塚４２０－７
●電　　話：４０－３４５６
●診  療  日：日曜日・祝祭日
●時　　間：　８：４５～１１：４５
　　　　　　１３：００～１６：３０
●診療科目：主に内科、小児科

ぐるりウォーク +10
　

今より 10 分多く体を動かして、健康づくり！
　▶日　時：2 月 3 日㈬　10：00 ～ 11：00
　▶場　所：町フレンドリープラザ
　▶内　容：館内ウォーキング、歌の時間
　▶参加費：無料
　▶その他：２回参加毎に浴浴センターまどか
　　　　　　入浴券１枚贈呈。要申込。

期日 担当歯科医院 電話番号
1/17 林歯科医院（米沢） 22-8148
1/24 鈴木歯科医院（米沢） 23-0370
1/31 髙橋歯科医院（南陽） 47-6222
2/7 長谷部歯科医院（米沢） 22-8110
2/11 えんどう歯科クリニック（長井） 0238-84-1088
2/14 仁科歯科医院（米沢） 21-5838

歯科休日当番医

●診療時間：９：００～１５：００
※電話でお問い合わせのうえ、受診してください。

問町福祉介護課 地域包括支援センター　☎４２－６６３８

町報かわにし　2223　町報かわにし 令和3年1月15日 令和3年1月15日

福祉と介護福祉と介護

包 括

だ よ り

▲町フレンドリープラザ館内をウォーキングした後は大人
　の紙芝居の時間「ぐるりウォーク＋ 10」

　

冬
場
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、
灯
油
購

入
費
用
を
一
部
助
成
す
る
福
祉
灯
油
券
を

支
給
し
ま
す
。

●
対
象
世
帯

　

町
内
に
居
住
し
、
令
和
２
年
度
住
民
税

が
世
帯
員
全
員
非
課
税
で
、
左
記
の
い
ず

れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
世
帯

①
高
齢
者
世
帯

　

・
満
65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

②
障
が
い
者
世
帯
（
次
の
い
ず
れ
か
に
該

　

当
す
る
世
帯
）

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
所
持
し
て

　
　

い
る
方
が
い
る
世
帯

　

・
療
育
手
帳
Ａ
を
所
持
し
て
い
る
方
が

　
　

い
る
世
帯

　

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

　
　

所
持
し
て
い
る
方
が
い
る
世
帯

③
ひ
と
り
親
家
庭
等
（
次
の
い
ず
れ
か
に

　

該
当
す
る
世
帯
）

　

・
対
象
児
童
（
18
歳
に
到
達
し
た
日
以

　
　

降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
方
）

　
　

と
そ
の
父
ま
た
は
母
の
ど
ち
ら
か
で

　
　

構
成
さ
れ
る
世
帯

　

・
両
親
が
死
亡
ま
た
は
行
方
不
明
等
の

　
　

理
由
に
よ
り
対
象
児
童
を
扶
養
し
て

　
　

い
る
世
帯

※
生
活
保
護
世
帯
、
該
当
者
が
社
会
福
祉

　

施
設
等
に
入
所
、
入
院
中
の
場
合
は
対

　

象
外

灯
油
購
入
費
用
を
５
千
円
分
助
成
し
ま
す

●
助
成
内
容

　

１
世
帯
あ
た
り
５
千
円
分
の
福
祉
灯
油

券
を
支
給

●
利
用
可
能
店
舗

　

町
内
の
石
油
組
合
加
盟
店
と
ジ
ェ
イ
エ

イ
サ
ー
ビ
ス
お
き
た
ま
給
油
所

●
申
請
方
法

　

対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
へ
申
請
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
載
し
、

町
福
祉
介
護
課
へ
返
信
用
封
筒
で
郵
送
す

る
か
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
福
祉
灯
油
券
の
利
用
期
間

　

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
な
く
な
り

　

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
町
福
祉
介
護
課

☎
（
４
２
）
６
６
３
５

冬のおふろに気をつけましょう

　冬期間は入浴事故の発生が増加傾向となります。年代では特に６０代以上の方に多く発生してい
ます。日ごろの入浴習慣を見直して、入浴の正しい知識を身につけ、冬の入浴事故を防ぎましょう。

出典：山形県安全おふろの入浴術



内容内容 対象対象 期日期日 受付時間受付時間 その他その他

すくすく赤ちゃん健康診査 R2.9.16 ～ 11.15 生 2/19 ㈮ 対象者に個別に通知

ママ＆キッズ
エクササイズ教室

ひとり歩きする就園前のお
子さんとお母さん 2/22 ㈪ 10：00開始

※開始時間５分前集合

内容：親子で楽しく運動
申込：1/22 ㈮から受付を
　　　開始（抽選 10名）

ママパパ教室 R3.4.1 ～ 7.31 に
出産予定の方 2/24 ㈬ 13：15～ 13：30

講話：母乳育児について
体験：赤ちゃんのお風呂体験
申込：2/17 ㈬まで

ぴかぴか歯っぴい教室
①H30.2、H30.8、
H31.2、R1.12 生

②ママ・パパになる方
2/25 ㈭

① 13：15～ 14：00
※受付時間は通知します

② 13：50～ 14：00
歯科健診やフッ素塗布
（希望者 500円）

３歳６か月児健康診査 H29.7.1 ～ 8.31 生 2/26 ㈮ 対象者に個別に通知

● 健康子育て課からのお知らせ

イベントイベント 場所場所 期日期日 時間時間 内容内容

ルンルン子育て広場 町子育て支援センター
2/3 ㈬

9：30～
豆まきでおにをやっつけろ！

2/19 ㈮ 牛乳パックおもちゃ

● 子育て支援センター『こあら』からのお知らせ

問町健康子育て課　☎４２－６６４０

問町子育て支援センター　☎４４－２８２２

▶会場：生きがい交流館（上小松）

　【子育て支援医療証を郵送します】　　問町住民生活課　☎４２－２１１４
　　今月の対象者は 1/2 ～ 2/1 生まれの 1 歳児～小学 6 年生、郵送は 1/22 ㈮を予定しています。

イベントイベント 対象対象 期日期日 時間時間 内容内容

こあらっこ広場 妊婦さん、お子さんとお母
さん 2/17 ㈬ 10：00～ 11：30 交流・情報交換、

身体測定、育児相談

▶会場：子育て支援センター（吉田）

離乳食教室
▶対　象：妊婦さん、離乳食期の子どもの保護者
▶日　時：2/4 ㈭　9：30～（受付 9：15～）
▶場　所：町農村環境改善センター
▶内　容：離乳食のすすめ方のお話、
　　　　　調理実習、試食、個別相談
▶持ち物：エプロン、バンダナ、
　　　　　手拭用タオル、内履き、筆記用具
▶申込み：1/28 ㈭までお電話ください
※託児希望の方は申込みの際にお申し出ください。
問町健康子育て課　☎42－6640

子育て子育て

場所場所 期日期日 時間時間 お問合せお問合せ
北斗幼稚園 2/10 ㈬ 10：00～ 11：00 ☎４２－４８０８

● 町立幼稚園の開放

手作り紙芝居を寄贈いただきました
　町更生保護女性会吉島支部様・中郡支部様より手作りの
紙芝居を町子育て支援センターに寄贈いただきました。利
用される子どもたちのために大切に使わせていただきます。

町報かわにし　2425　町報かわにし 令和3年1月15日 令和3年1月15日
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… 12 月受付分 …

氏名 年齢（満） 大字

齋藤　芳子 90 時　田
舩山　忠雄 81 時　田
新田　桂子 93 洲　島
笠原　五平 89 中小松
金子　サダ 85 時　田
保科彦兵衛 77 西大塚
島貫夕起子 74 洲　島
石田　キチ 87 下小松
渡部　よき 98 玉　庭
加藤　俊一 71 大　塚
島貫　善子 86 吉　田
髙橋　　毅 90 玉　庭
原田よし江 89 上小松
金子　モリ 104 上小松
佐藤ヒナ子 86 上小松
小川　ミチ 88 上小松

新郎　　　　　　　新婦 大字

渡部　　剛 ♥ 島貫　汐織 西大塚

宇津木裕也 ♥ 永沢　　睦 中小松

遠藤　充洋 ♥ 髙橋　美里 時　田

氏名 性別 保護者 大字

保科　勇
ゆ う と

翔 男 隼人 ・ 綾香 西大塚

鈴木　朝
あ さ ひ

日 男 裕明 ・ 陽子 大　塚

佐藤　　碧
あお

男 裕太 ・ 彩乃 上小松

齋藤　凪
な ぎ さ

沙 女 祐平 ・いつみ 大　塚

おめでとう そして ありがとうありがとう

ようこそ赤ちゃん　４名

ご結婚おめでとう　３組

ご冥福を祈ります

編
　
後

　
集
　
記

　

本
年
も
１
２
０
０
号
を
迎
え
た
町
報

を
は
じ
め
、
町
の
広
報
媒
体
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

お
正
月
は
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
、
毎
日

駅
伝
を
テ
レ
ビ
観
戦
し
て
い
ま
し
た
。

１
月
２
日
～
３
日
の
箱
根
駅
伝
は
、
ほ

ぼ
毎
年
母
校
が
出
場
す
る
た
め
楽
し
み

に
観
て
い
た
と
こ
ろ
、
山
梨
学
院
大
学

の
３
区
に
吉
島
地
区
出
身
の
島
津
裕
太

選
手
（
１
年
）
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
、

区
間
16
位
の
力
走
。
始
ま
っ
た
ば
か
り

の
大
学
陸
上
生
活
、
次
に
つ
な
が
る
貴

重
な
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
応
援
し
続
け
ま
す
。
そ
し
て

肝
心
の
私
の
母
校
は
惜
し
く
も
シ
ー
ド

権
を
逃
す
結
果
に
・
・
・
残
念
!!
《
悠
》

川西町の人口

１４, ７０７人（－３０）

　男　　７，２２４　人（－１０）

　女　　７，４８３　人（－２０）

世帯数　５，０４２世帯（－　８）

※令和２年１２月末日現在の住民基本台帳人口

置賜農業高校の生徒たちの活動を
紹介するコーナーです。
問置賜農業高校　☎ 42 － 2101ハッシュタグ

おき のう

賞金賞」を受賞しました。全国の農業高校の実習田で育てたお
米 180 点の中で、一次・二次審査を通過した 15 点（校）によ
る最終審査の結果から、最高位（１点）に与えられる賞です。
　本校では、第１回大会から出品しており、第８回大会を除く
すべての大会において最終審査へ進出しています。第９回大会
では上位５点に与えられる「金賞」を受賞しましたが、今回は
それを上回る受賞となりました。受賞したお米は町のふるさと
納税返礼品として出品させていただいています。
　降雪期となり、生徒の登下校時など地域の皆様にご協力をお
願いすることもあるかと思いますが、よろしくお願いします。

お 米 甲 子 園 で 日 本 一 に 輝 き ま し た
　明けましておめでとうございます。
今年も置賜農業高校をよろしくお願い
します。
　さて、本校の作物部門において生産
したアイガモ栽培コシヒカリが令和２
年 11 月に開催された「第 11 回全国
農業高校お米甲子園」において「最高

ははじじめめててのバースデー

なかむら ゆきは ちゃん

令 和 ２ 年
１ 月 誕 生

　はじめての誕生日がやってきた赤ちゃんを紹介するコーナーです。町が行う９・10か月児健康教室に参加された
お子さんを広報担当が撮影し、誕生月に発行する町報かわにしにお名前とともに掲載します。

えぐち さゆり ちゃん

ふなき れいじ くん わたなべ いぶき くん

ごとう せな ちゃん

なかむら ゆうご くん

くりた みゆ ちゃん

かわはし ひろ くん

かわさき かずえ ちゃん

はしもと けい くん

移
住
推
進
を
目
指
し
て

　

や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
推
進
機
構
で
は
、
町

に
移
住
し
て
来
ら
れ
る
方
を
増
や
す
た
め
、

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

都
市
部
在
住
の
移
住
希
望
者
・
検
討
者
に
対
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
発
信
を
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
昨
今
、
都
市
部
か
ら
地
方

へ
移
住
を
希
望
す
る
人
が
増
え
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
今
や
全
国
ど
こ
の
自
治
体
で
も
移
住
推

進
の
取
り
組
み
を
行
い
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
競
争
は
ま

す
ま
す
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
「
印
象
に
残
る
町
」

「
選
ば
れ
る
町
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、「
豆

の
あ
る
ま
ち 

か
わ
に
し
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

に
、豆
を
通
じ
て
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。「
山

形
か
わ
に
し
豆
の
展
示
会
」
も
こ
の
一
環
で
、

農
業
や
郷
土
料
理
、
丁
寧
な
暮
ら
し
が
で
き
る

町
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、移
住
者
に
と
っ
て
重
要
な
「
住
ま
い
」

は
、町
と
と
も
に
運
営
す
る
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

に
よ
り
、
図
面
や
外
観
写
真
だ
け
で
な
く
家
の

中
も
含
め
て
動
画
で
撮
影
し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
や
ま
が
た
里
の
暮
ら
し
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
都
市
部
在
住
者
向
け
の
Ｐ
Ｒ

活
動
だ
け
で
な
く
、
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
体

制
も
整
え
て
お
り
、
移
住
者
懇
談
会
、
農
業
体

験
、
郷
土
料
理
づ
く
り
教
室
の
開
催
、
自
治
会

情
報
の
収
集
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
冬

に
行
っ
て
い
る
「
大
人

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
ツ
ア
ー
は
、
今
年

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
あ
り

ま
す
が
、
町
の
魅
力
を

お
伝
え
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
の
Ｐ
Ｒ
や

理
解
を
深
め

て
も
ら
え
る

よ
う
な
紹
介

を
、
移
住
相

談
所
「
ふ
る

さ
と
回
帰
支

援
セ
ン
タ
ー
」

（
東
京
都
有
楽

町
）
を
通
じ

て
行
っ
た
り
、

▲令和２年２月中旬開催のツアー。フキノトウが
　採れ、都市部からの参加者は大喜び。

【
お
め
で
と
う 

そ
し
て 

あ
り
が
と
う
】
は
、令
和
２
年
12
月
に
申
込
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
氏
名
は
、申
込
書
の
と
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、戸
籍
や
住
民
基
本
台
帳
の
表
記
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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しょこる～む

ねこ駅長しょこらの

　今年の干支にちなんで、うしの被り
物を身に着ける羽前小松駅のしょこら
駅長。最近はあらゆる動物に変身し、
なんと獅子舞姿も体験済みだそうです。

―　今月の表紙　―

「友だち」、４年生は「美しい空」の毛筆に一人３枚ずつ挑戦。
児童全員が神経を研ぎ澄まし、作品を書き上げていました。

　新型コロナの影響
で町小学生新春書き
初め大会は今年中止
となりましたが、１
月８日と１２日にす
べての小学校で校内
書き初め大会が行わ
れました。
　このうち大塚小学
校では、１・２年生
が教室、３～６年生
が体育館でそれぞれ
の 課 題 に 取 り 組 み
ま し た。 ３ 年 生 は


